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育児に熱中しています︕育児休暇も取得します︕
わからないことだらけで大変ですが、パパっ子になってもらうために、やれる
ことを全力でやっています。
子供のためにと考えると、日々の仕事も頑張れます︕

印象に残っているのは、富士山パトロールです。富士山の登山道は県が
管理しているため、職員自ら登山をし、支障がないかパトロールします。
まさか仕事で富士山に登ることになるとは思っていませんでした。
嬉しかったことは、自分が設計書の作成から完成まで担当した工事が完
成した時です。喜びのあまり現場の前をプライベートで通ったことも(笑)

何か質問したときに、「いやーわかんないっすねぇ」などと言
ったところを見たことがなく、何かしら自分の意見を返してく
れるところは、いつも感心しています。
頼れる後輩です。

大学の専攻が土木ではなかったので、ついていけるのか、自分
に務まるのか不安でしたが、入庁後は先輩方が優しく教えて下
さり、いろいろ学ぶことが出来ました。また、採用１年目の時は
チューター(指導係)がついてくれて、些細なこともたくさん相談で
きたので、自然と不安はなくなりました。

同じく県の土木職員である父の影響で、昔から土木に興味
がありました。道路やトンネル、橋などの生活基盤を支える仕
事で、実際に手掛けた工作物が目に見える形で確認できる
ことに魅力を感じ、県の土木職員を目指しました。

現在は、県が管理する道路の維持管理に係る業務を行っ
ています。主に、道路情報の提供や、３次元点群データな
どのICT活用、道路の防草対策に関する業務を担当して
います。さらに砕石工場やアスファルトプラントの検査員とし
ても従事し、材料の品質確保に努めています。

静岡生まれ静岡育ちです。大学では名古屋市内の大学に
進学したものの、生まれ育った静岡で就職がしたいと思い、
静岡に戻ってきました。中学から大学までずっとバレーボール
をやっていましたが、社会人になってからはサッカーや野球な
どを始め、いろいろなスポーツを楽しんでいます。

パパっ子になってもらうことを目指し、育児休暇を取得中

今を全力で楽しんでください︕
勉強・バイト・遊び、全てを楽しめるのは学生の時だけです。社会人にな
ると自由時間に限りがあります。悔いのない学生生活を送って、社会人と
して頑張っていきましょう︕
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注:取材内容は、令和7年12月時点での内容となっています。


